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前に出たFashionable Traditions: Asian Handmade 







































































































































































































































































ました。最初にご紹介した Fashionable Traditions: 











































































2005年 Kanchipuram Silk Sarees, Kota Doria Sarees, Pochampalli Ikat Sarees
2006年 Madurai Chungudi Sarees, Coimbanetore Kora Cotton Sarees
2007年 Orissa Ikat Sarees
2008年 Arni Silk Sarees, Kasaragod Sarees
2009年 Banaras Silk Sarees, Uppada Jamdani Saarees
2010年 Balaramapuram Sarees





































　彼は2016年には“Khadi for Nation, Khadi for 
Fashion”、2017年には“Khadi not a cloth, but a 







































Chief Minister of Gujarat
The Member of Parliament for Varanasi 
2014年～ Prime Minister of India
● A member of the Bharatiya Janata Party (BJP) and of 
the Rashtriya Swayamsevak Sangh (RSS)
● A Hindu nationalist volunteer organisation
２） 2017年のKhadi Village Industries Commission（KVIC）のカレンダーについては次のWebサイトを参照。https://www.rediff.
com/news/report/protests-as-modi-replaces-mahatma-gandhi-in-khadi-commission-calendar/20170113.htm




































































６） Mix and Matchについては次のWebサイトを参照。https://blog.mirraw.com/2019/02/28/10-mix-and-match-indian-ethnic-wear-
ideas-to-get-indo-western-look/
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りと言いながらマシンメイドにかなり近くなってき
ているのが現状です。だからリザベーションにする
意味はないだろうという状況にはなっています。
ଳ୩஌Մ　たいへん興味深くうかがいました。あり
がとうございます。おそらくサリーというのはド
メスティックな市場が多様で、強くてということだ
と思いますが、たとえば欧米の有名ブランドなどが
サリーを作り、市場に参入していることもあるので
しょうか。
ਿຊ　先ほど資料として出したマハラニが着ていた
のはフランスのデザイナーのサリーですが、そのよ
うに欧米の方に注文するときもあります。いまエル
メスがシルク・スカーフの技術を使ったサリーで、イ
ンドに売り込みをかけています。成功するかどうか
はわかりませんが、すごく話題になっています。
৿ཧܙ　ネル ・ージャケットあらためモディ・ジャ
ケットという話がありましたが、 お洒落なカー
ディーというのはどんなものですか。
ਿຊ　持ってくればよかったですね。ネットを見て
いただくと、すぐ出てくると思います。まさに「こう
いうカーディーの着方もありだよね」みたいな……。
৿　カーディーでもサリーを作るということですか。
ਿຊ　カーディーでもサリーを作ります。もともと
独立運動のときに、 ガンディーはカーディーのサ
リーをみんなに着てほしかったわけです。
৿　それはボテッとしていたわけですね。
ਿຊ　薄くてもゴワゴワしているんですね。あのこ
ろからずっとサリーは作り続けています。カーディー 
を作るコテージ・インダストリーは、サリーも重要な
売り物にしています。ワードローブの中には、お金持
ちなら一つぐらいは持っているかもしれません。
৿　カーディーというと、勝手に、生成りで色がなく
てものたりないというイメージを勝手に持っていた
のですが、ぜんぜんそうではないということですね。
ਿຊ　新しいものは、いろいろな色をつけていたり、
着方もいろいろにしていたりします。
৿　本来はコットンですか。
ਿຊ　コットンが基本です。独立運動を率いて最初
の首相になったネルーは、ものすごくお洒落でお金
持ちの出身なので、 カーディーのコットンのゴワ
ゴワが嫌だったのですね。ですから、「シルクカー
ディー」みたいな言い方をして、「手紬で手織りなら、
みんなカーディーだ」みたいな……。基本はコットン
ですが、インドで作ったシルクで、中国シルクではな
いということで……。ただし、普通は手紡ぎで手織の
シルクはカーディーとは言わないです。カーディー
は、やはりトラディショナルにはコットンです。が、
シルクのカーディーもファッションの場ではすごく
出てきています。
৿　もう一つ、初潮を迎えたらサリーを着るのですか。
ਿຊ　もともとはそういう雰囲気がありました。そ
れまではハーフサリーといって、ブラウスとスカー
トの上に、半分ぐらい長さの短いサリーをまとって
いました。それが高校生の制服だった時代がありま
すが、それはダサいということで、ハーフサリーはほ
とんど見られなくなりました。今では、シャルワー
ル・カミーズというイスラーム系のクルタが制服に
なっています。現在はかなりの年齢の人までそれで
育っているので、サリーは着物と同じで着にくいと
いうことで、普段はほとんどそちらを着ています。
৿　いまサリーを着るのは、特別な場合だけですか。
ਿຊ　そんなことはないです。普通でもけっこう着
ていますが、都会のエリートはパンツスーツになっ
ています。でも田舎へ行けば、おばさんたちはみん
なサリーです。いまだにかなり着ています。大都会
のエリート層は着なくなったし、若い人は着られな
くなってきていますが、田舎はやはり依然としてサ
リーかなと。少なくとも結婚したらサリーが基本だ
ろうというのは、常識的にはまだかなり根強いかと
は思います。
৿　途中で普段着用、外出用、儀礼用のサリーができ
たというところが非常に興味深いと思いました。こ
れは少し前ということですか。
ਿຊ　化繊サリーが一般の普段着サリーとして、普
及しています。逆に手織りのコットンのサリーは、GI
タグをもらってお洒落着になるような、そういう傾
向があるといえるような感じになっています。
ޙ౻　グローバリズムとファッション・トレンドと
いうお話は、何年ぐらいのことですか。
ਿຊ　経済開放後、とくに1990年代の終わりぐら
いには、そういう雰囲気になっていました。早くは
1980年代後半です。これについて有名な女性雑誌
を分析したことがありますが、かなり早い段階から
MIXのファッションなどが出てきています。ナショ
ナリズムのファッション自体、「ヨーロッパ・ファッ
ション」対「自分たちのファッション」という関係性
のなかから生まれましたから、ある意味では、そのこ
ろからIndo-Western的なものはある。ただし、ファッ
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ションとしてIndo -Westernがバーンと出てくるの
は、1990年代終わり、2000年代が一番かなという気
がします。
ޙ౻　エジプトのヴェールのファッション化と時期
的にちょうど重なるので、興味深いなと思いました。
ありがとうございました。
フϩΞ͔Β　先ほど、同じエスニック衣装である着
物への言及がありましたが、着物については、たとえ
ば先日ハリウッド女優のキム・カーダシアンが、「キ
モノ」という名前のブランドの下着を出して、欧米人
が表象するキモノと実際のキモノとのずれがグロテ
スクだということで、業界団体なり、着物好きの方か
ら抗議を受けるという事件がありました。その彼女
が出した下着のブランドに「キモノ」という名前を付
けた理由として、自然であるとか、着やすいとか、女
性がのびのびしやすいとか、そういうイメージを出
したいがために、キモノというブランド名を付けた
ということでした。キモノに対して欧米人がそのよ
うに利用しているということがありますが、サリー
について欧米人はどのような表象を持っているので
しょうか。あるいは向こうの有名人などが身につけ
て、これが異文化に対する理解があると周りに見ら
れるとか、そういう事例があればお教えください。
ਿຊ　キモノについては小形さんがご専門だと思い
ますが、サリーに関して言いますと、先ほどモディ首
相が「ファッションを売る」と言いましたが、インド
では安倍首相が言い出すよりももっと前に、ファッ
ション・テクノロジーに注目し、ファッションの専
門学校を作ってデザイナーを積極的に育てています。
そのなかでイギリスやアメリカで活躍しているデザ
イナーがけっこういます。そうしたデザイナーのお
客さんである女優さんや貴族の奥さんなどは、その
デザイナーがデザインしたサリーを着てパーティー
に登場することもときどきあって、それも話題に
なったりしています。
　着物と違うのは、着物はある意味で、部屋着とか下
着的なかたちで欧米に入った経緯がありますが、イ
ンドのサリーはむしろ布として入りました。カル
カッタあたりでサリー用に作られていた非常に薄い
チンツが送られて、向こうで洋服に作られるという
かたちの入り方です。サリーそのものではなく素材
で行っているわけです。なので、かなりそこは違うか
なと思います。
フϩΞ͔Β　欧米人のサリー着用の需要もあるので
すか。
ਿຊ　先ほどの、 お金持ちのパーティー着で話題
になるぐらいです。前に「装うインド（Fashioning 
India）」という展示を国立民族学博物館がしたときに
は、欧米の人たちのまなざしから見たサリーという
ものも論じました。でもサリー自体は、アジアのもの
というイメージは変わっていないのかなと思います。
